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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2024年（令和６年）

第869号
６
月

下記日程は休館となります。
ご了承ください。

７月２日(火)終日 書記局会議

７月26日(金)終日 全書記決起集会

土・日・祝日も休館

6月27日（木）10時～12時

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
若
い
職
人
か
ら
面
白
い
動

画
配
信
が
あ
る
と
話
し
か
け

ら
れ
た
。
昔
あ
っ
た
「
マ
ネ
ー

の
虎
」
と
い
う
T
V
番
組
の
リ

メ
イ
ク
ら
し
い
。
海
外
版
も
作

ら
れ
、
今
春
で
50
カ
国
に
も

及
ぶ
そ
う
だ
。
魅
力
が
あ
れ

ば
時
を
超
え
、
再
生
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
か
。
▼
「
虎
」
と
呼

ば
れ
る
出
資
者
が
志
願
者
達

の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
き
、
出
資
金

を
積
ん
で
い
く
。
演
出
に
は
疑

問
も
あ
る
が
、目
を
引
く
の
は

「
虎
」
達
の
経
歴
だ
。
多
彩
な

顔
ぶ
れ
の
幾
人
か
は
、リ
サ
イ

ク
ル
業
や
飲
食
店
等
の
誰
も

が
始
め
ら
れ
そ
う
な
業
種
か

ら
裸
一
貫
で
立
ち
上
げ
、
自
身

の
夢
を
実
現
し
て
い
た
。
▼
特

別
な
地
位
や
財
産
が
な
く
と

も
努
力
を
続
け
れ
ば
報
わ
れ

る
、
望
む
な
ら
成
功
へ
の
機
会

も
多
く
の
人
に
与
え
ら
れ
て

い
る
、
そ
ん
な
時
代
が
か
つ
て

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
希
望
や

夢
の
持
て
る
魅
力
あ
る
社
会

の
再
生
は
叶
う
か
。▼
虎
は
死

し
て
皮
を
残
し
、

人
は
死
し
て
名

を
残
す
と
い
う
。

「
虎
」
に
な
る
財

も
才
も
持
ち
合

わ
せ
ぬ
我
が
身

だ
が
「
東
京
土

建
」
と
い
う
希

望
に
つ
な
が
る

名
は
後
世
に
残

し
て
い
き
た
い
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

「東京土建」後世に残していく

（藤井 謙一郎・常任執行委員）

　７月７日に東京都知事選挙（都議会議員補欠選挙）がおこなわれます。首都東京
の選挙結果は、建設業ではたらく仲間の仕事とくらしに密接に関わってきます。私
たちの要求を実現する候補者に投票しましょう。

●都民の声を聞き、公共の役割と責任を果たす都政へ
●財界・大企業向けに偏らない、広く都民に向けた施策をおこ
なう都政
●憲法・平和・人権を大切にし、都民のいのちとくらしを守る都政

❶都民に行きわたる実効的な物価高騰支援策を
❷賃上げと働くルール確立のための公契約条例制定を
❸安心・安全な住生活を保障する制度確立を
❹多摩産材など国産材の活用と保護を含めたSDGsに資する取り組みを
❺国保組合への都費補助の増額と育成強化を
❻公的医療の役割と機能を高め独法化された病院・病床を元に戻すこと
❼医療費助成を高校生まで引き上げ、都民本位の財政措置を
❽労働者雇用を保護し中小企業支援を中心にすえた建設産業支援を
❾地域住民の命を守る。オスプレイ訓練を止め、PFASの徹底究明を

私
た
ち
の

９
つ
の
要
求

３つの
大切な姿勢

7
7 東京都知事選挙
都民の声に寄り添う都政を

　

組
合
活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
戻
り
、
訪
問
行
動
に
よ

る
仲
間
と
の
結
び
つ
き
を
重

点
に
取
り
組
ん
だ
春
の
月

間
。
ラ
イ
ン
公
式
登
録
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
で
対
話
を

広
げ
、
組
合
の
取
り
組
み
を

知
ら
せ
、
未
加
入
者
の
紹
介

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

各
分
会
で
は
、
4
月
と
5

月
に
そ
れ
ぞ
れ
1
日
、
日
曜

行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
5
月

に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
バ
ス
旅

行
で
仲
間
同
士
の
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。

　

5
月
19
日
に
は
後
継
者
対

策
部
主
催
の
支
部
会
館
屋
上

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
で
の

参
加
の
ほ
か
、
分
会
役
員
か

ら
誘
わ
れ
て
初
め
て
参
加
し

た
仲
間
な
ど
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
屋
上
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
参
加
メ
ン
バ
ー
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

　

組
合
の
最
大
の
魅
力
は
仲

間
と
の
出
会
い
で
す
。
組
合

で
再
会
し
た
旧
友
や
、
新
た

な
仕
事
の
つ
な
が
り
が
で
き

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ

り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

春
の
拡
大
打
ち
上
げ
式
に

は
80
人
の
仲
間
が
参
加
。
資

格
取
得
で
組
合
に
加
入
し
た

理
言
（
り
ご
ん
）
さ
ん
（
高

和
・
内
装
）
は
「
石
綿
作
業

主
任
、
そ
し
て
石
綿
含
有
建

材
調
査
者
の
資
格
取
得
を

め
ざ
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

職
種
の
人
が
参
加
し
て
ま
す

ね
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
拡
大
月
間
で
は
、

行
動
参
加
者
に
も
特
典
が
あ

り
、行
動
日
に
参
加
す
る
と
、

5
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ご
当
地

ラ
ー
メ
ン
が
も
ら
え
る
と
い

う
も
の
。そ
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
抽
選
券
に
、
行
動
参
加

数
上
位
か
ら
豪
華
景
品
を
選

べ
る
抽
選
会
も
お
こ
な
わ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

役
員
を
先
頭
に
組
合
は
新

し
い
仲
間
を
迎
え
、
組
織
を

も
っ
と
強
化
し
、
仲
間
の
仕

事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

さ
ら
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

　

仲
間
や
組
織
内
事
業
所
の

仲
間
に
組
合
の
取
り
組
み
や

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
、
ど
け
ん
共

済
や
土
建
国
保
の
魅
力
を
周

知
す
る
こ
と
、
分
会
・
後
継

者
対
策
部
・
青
年
部
と
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
新
加
入
者
歓
迎
会

（
組
合
制
度
説
明
会
）
を
開

催
し
ま
す
。

　

新
加
入
者
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
視
聴
、
組
合
制
度
説
明
の

後
、
懇
親
会
（
軽
食
を
ご
用

意
し
ま
す
）
、
と
い
う
流
れ

で
す
。
新
加
入
組
合
員
に
は
、

ワ
ー
ク
マ
ン
商
品
券
を
贈
呈
。

個
別
で
お
誘
い
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

上期新加入者歓迎会
（組合制度説明会）

7月１日（月）19時
杉並支部会館3階
2024年1月～７月加入組合員
組合員紹介者・事業所事務員

日時
場所

対象

7/1

　

３
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
春
の
拡
大
月
間
」
は

目
標
１
３
９
人
の
と
こ
ろ
１
４
８
人
の
加
入
（
目
標
4
・

5
％
、
結
果
4
・
8
％
）
が
あ
り
、
全
分
会
目
標
達
成
・

6
月
人
員
３
、１
０
０
人
・
1
月
現
勢
回
復
・
14
人
実
増

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
仲

間
の
み
な
さ
ん
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

春の

拡大月
間

全分会全分会が目標達成目標達成全分会が目標達成

新
し
い
仲
間
と
と
も
に

要
求
実
現
め
ざ
す

5.19後継者屋上BBQ
組合の最大の魅力は

仲間との出会い

6.3拡大打ち上げ式
資格取得で組合加入
理言 ラファエル
アンジェロさん

4.19春の拡大出陣式
役員も一丸となって
諸要求実現の
先頭に立ちます

6月人員3,100人
1月現勢を回復・14人実増

ご協力いただいた
仲間のみなさんに
感謝申し上げます

支
部
屋
上
Ｂ
Ｂ
Ｑ

50
人
参
加

拡
大
打
ち
上
げ
式

80
人
参
加

新
加
入
者
歓
迎
会

組
合
制
度
を
知
ろ
う

都議
補選
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　元旦から能登半島地震のニュースが流れ、被害が甚大なこと
がわかった。翌月には全木協（全国木造建設事業協会）より東
京土建に木造仮設住宅の建設大工の募集依頼があり、手を挙げ
た。宿泊所として指定された石川県七尾市までの距離は約500
キロ。のんびりしたためか、到着までは9時間もかかった。宿泊
先のホテルは7階建てだが使用できる部屋は3階までの一部、
階段の壁の一部は剝れ崩れて、30mmの鉄筋が数本むき出しに
なっている。到着した夜、先に現地入りしていた杉並支部の仲間
が現場から帰ってきた。熊本地震の仮設住宅建設でも一緒だっ
た頼もしい同僚だ。このホテルから現場（輪島市町野）までは約
70キロ、1時間30分の道のりだが、現場近くの駐車場を狙って
早朝5時には多くの車が出発していた。朝7時過ぎには現場に到
着、毎日朝礼と終礼があり、持ち場に向かう。ボード張りが遅れ
ているので壁ボード張りに回された。今回の仮設住宅建設には、
全国から約100人の職人が集まったらしい。その中でも周りに目
配りできる若い人が、作業が遅れている人に作業を手伝っても
いいかと声を掛けている。声を掛けられると話が生まれ、仲間の
輪ができる。若い人がこんな感覚を持っていることに感激した。
　現場から100ｍと離れていない場所に倒壊した民家があり、
住民夫婦らしき2人が首を傾けて考え込んでいた。記録用とし
て写真を撮りたかったが、話かけることができなかった。復興ま
でにはまだまだ時間がかかるだろう。

能登半島地震支援報告

仮設住宅建設に参加して
現場で垣間見た仲間の輪

報告：小野俊英さん（富士見・大工）

東
京
都
の
防
災

の
取
り
組
み

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

東
京
都
の
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
と
て
も
利
用
価
値
の
高
い
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
東
京

マ
イ
・
被
害
想
定
」で
す
。今
、こ
の

場
所
で
、自
身
が
お
か
れ
て
い
る
状

況
を
入
力
し
て
い
く
と
、大
き
な
首

都
圏
直
下
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
時

ど
の
よ
う
な
被
害
や
現
象
が
起
き
、

ど
の
よ
う
な
対
処
が
必
要
に
な
る

の
か
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま

す
。そ
の
場
所
で
平
時
に
心
が
け
て

お
く
事
項
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
一
度
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
は
、10
年
間
で
減
災
の
目

標
を
た
て
て
い
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

①
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
耐
震
化

現
在
81
・
3
↓
％
91
・
6
％（
杉
並

に
も
こ
の
道
路
は
多
く
あ
り
ま
す
）

②
住
宅
の
耐
震
化

　

現
在
81
・
3
％
↓
91
・
6
％（
こ

れ
に
よ
り
、
揺
れ
に
よ
る
死
者

数
が
５
、１
０
０
人
か
ら
３
、

２
０
０
人
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
）

③
木
造
住
宅
密
集
地
域

　

現
在
16
千
ha
↓
８
・
6
千
ha（
こ

れ
に
よ
り
焼
死
死
者
数
は
４
、

１
０
０
人
か
ら
２
、５
０
０
人
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ

は
杉
並
区
で
は
大
き
く
影
響
し

ま
す
）

④
家
具
類
の
転
倒
防
止
実
施
率

　

現
在
53
・
6
％
↓
57
・
3
％（
こ

れ
に
よ
り
家
具
類
転
倒
に
よ

る
死
者
数
は
２
６
０
人
か
ら

２
４
０
人
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
）

　

こ
の
中
で
も
③
の
木
密
地
域
の

不
燃
化
特
区
と
し
て
、杉
並
で
は
2

か
所
の
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
第
６
小
学
校
周
辺
地

域
と
方
南
一
丁
目
地
域
で
す
。都
と

区
が
連
携
し
て
不
燃
化
を
強
力
に

推
進
し
て「
燃
え
広
が
ら
な
い
・
燃

え
な
い
」ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
制

度
で
す
。こ
の
地
域
で
は
不
燃
化
に

向
け
て
、支
援
の
助
成（
老
朽
化
家

屋
の
除
却
費
・
建
替
え
設
計
料
・
工

事
費
・
土
地
の
固
定
資
産
税
等
の

減
免
・
住
宅
の
固
定
資
産
税
等
全

額
減
免
な
ど
）が
あ
り
、令
和
７
年

ま
で
の
時
限
的
な
制
度
で
も
あ
る

の
で
、活
用
を
広
め
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

東
京
都
知
事
選
挙
も
近
々
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。選
挙
の
時
に
は
、防

災
の
こ
と
に
大
き
く
触
れ
る
候
補

者
が
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。今

回
の
選
挙
で
は
、演
説
の
時
、防
災

の
話
に
触
れ
る
か
ど
う
か
、少
し
耳

を
傾
け
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

5.24 杉並区環境課合同学習会

杉
並
区
助
成
金
を
活
用
し
よ
う

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
切
替
助
成

　

集
合
住
宅
や
事
業
所
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

料
削
減
の
た
め
、
既
存
の

住
宅
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
へ
の
切
替
工
事
に
か

か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
金
額

〇
切
替
工
事
費
用
の
50
％

（
限
度
額
30
万
円
）

■
申
請
の
対
象
者

〇
集
合
住
宅
共
用
部
に
対

象
器
機
を
自
ら
購
入
設

置
す
る
者
（
個
人
宅
へ

の
設
置
は
対
象
外
）
他

エ
コ
住
宅
促
進
助
成

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
効

率
を
高
め
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す

こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
工
事
施
工
3
週
間
前
ま

で
の
申
請

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

〇
強
制
循
環
式
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

〇
自
然
循
環
式
太
陽
熱
温

水
器　

他

■
断
熱
改
修
等
省
エ
ネ

〇
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

〇
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）

〇
高
日
射
反
射
率
塗
料

（
既
存
住
宅
の
み
）

〇
窓
等
断
熱
改
修
（
既
存

住
宅
の
み
）

〇
断
熱
材
（
既
存
住
宅
の

み
）　

※
新
規

★
工
事
施
工
後
の
申
請

■
断
熱
改
修
等
省
エ
ネ

〇
雨
水
タ
ン
ク

〇
断
熱
フ
ィ
ル
ム
※
新
規

〇
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド

※
新
規

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析

調
査
費
補
助

　

令
和
５
年
10
月
1
日

以
降
に
着
工
す
る
、
建
築

物
の
解
体
（
床
面
積
80
㎡

以
上
）・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
請
負
金
額
１
０
０
万
円

以
上
）
を
お
こ
な
う
前
に

は
、
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
に
よ
る
事
前
調
査
の
結

果
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
事
前
調
査
の
結

果
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

都
道
府
県
へ
の
届
出
が
必

須
と
な
り
ま
す
。

　

杉
並
区
で
は
、
建
築
物

所
有
者
の
負
担
軽
減
、
調

査
実
施
の
促
進
の
た
め
、

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

〇
対
象
建
築
物
を
所
有
す

る
個
人
・
中
小
企
業
者

■
補
助
内
容

〇
分
析
費
用
の
½  
相
当
額

で
最
大
5
万
円

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Q
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
交
換
の
み
も

助
成
金
の
対
象
に
な
る
か
？

A
照
明
機
器
の
交
換
工
事
と
な

る
た
め
対
象
外

Q
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受

付
終
了
と
あ
る
が
、現
在
の

予
算
残
高
が
わ
か
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開

は
難
し
い
が
、区
役
所
に
問

い
合
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、

回
答
で
き
る

Q
分
析
調
査
機
関
の
見
積
書
2

社
以
上
の
根
拠
を
教
え
て
ほ

し
い

A
１
社
の
見
積
も
り
だ
け
だ
と

適
正
な
金
額
か
ど
う
か
判
断

で
き
な
い
た
め

【
そ
の
他
の
要
望
】

〇
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

に
も
手
厚
い
助
成
を
出

し
て
ほ
し
い

〇
分
析
調
査
費
の
相
場
は

2
・
5
万
円
か
ら
3
万

円
か
か
る
。
必
要
書
類

を
揃
え
る
だ
け
で
も

5
万
円
を
超
え
て
し
ま

う
。
お
客
さ
ん
の
理
解

も
な
か
な
か
得
ら
れ
な

い
た
め
、
補
助
額
を
引

き
上
げ
て
ほ
し
い

東
京
土
建
で
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
関
連
の
講
習
会
を

定
期
的
に
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
機

関
紙
す
ぎ
な
み
4
面
の

「
資
格
講
習
」
を
参
照
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
支

部
・
担
当
村
松
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

区
役
所
職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

活発な意見交換がおこなわれた

区民も 工事業者も

路面修繕は
まだまだ
行き届いて
いない

倒壊したままの
家屋も少なくない
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６
月
当
初
人
員
３
、１
０
０
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

福
島　

泰
正

内
装

井

荻

直
接
加
入

橋
本　

義
信

解
体

井

荻

福
井　

美
香

石
下　

敬
子

塗
装

井

荻

木
田　

洋

金　

海
東

電
気

井

荻

大
塚　

裕

宮
内　

淳

解
体

井

荻

糸
数　

康
弘

Ｅ
Ｋ
Ｏ　

Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｉ　

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
Ｏ

土
木

西

荻

来
栖　

進

渥
美　

雄
士

大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

山
内　

幸
子

左
官

西

荻

山
内　

祐
輔

西
田　

正
希

大
工

西

荻

直
接
加
入

鈴
木　

文
枝

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

西

荻

鈴
木　

克
尚

鈴
木　

克
尚

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

西

荻

直
接

Ｂ
Ｕ
Ｉ　

Ｖ
Ａ
Ｎ　

Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｎ

土
木

西

荻

鶴
郷　

英
司

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ　

Ｖ
Ａ
Ｎ　

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｈ

土
木

西

荻

鶴
郷　

英
司

水
野　

誠
彪

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

久
慈　

勇
人

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｅ　

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
Ａ　

Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ａ

土
木

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ　

Ｖ
Ａ
Ｎ　

Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｎ

土
木

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ　

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｈ　

Ｋ
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｉ

土
木

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｌ
Ｙ

土
木

西

荻

一
ノ
瀬　

タ
イ
子

淡
路　

純
也

給
排
水

富
士
見

太
田　

太
郎

箕
田　

光
雄

内
装

富
士
見

西
田　

弘
志

染
谷　

秀
伸

給
排
水

阿
佐
谷

今
村　

茂

平
澤　

美
織

建
具

阿
佐
谷

石
川　

徳
摩

堀
米　

峻
輔

冷
暖
房

阿
佐
谷

長
友　

達
也

綿　

駿
介

大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

森
元　

か
す
み

大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

武
藤　

寿
奈

大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

菅
原　

涼

大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

稲
富　

隆

大
工

阿
佐
谷

長
岡　

利
和

山
田　

裕
司

建
物
サ
ー
ビ
ス

中

央

直
接
加
入

佐
藤　

公
宣

大
工

中

央

藤
原　

武
紀

岩
元　

圭
太
郎

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

中

央

氏
福　

浩

佐
藤　

大
樹

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

須
賀　

世
界

大
工

浜

福

直
接
加
入

加
藤　

有
紀

給
排
水

浜

福

酒
井　

正
与

矢
口　

あ
り
彩

と
び

浜

福

矢
口　

翔
太
郎

浪
下　

俊

冷
暖
房

浜

福

縫
村　

信
秋

高
橋　

恭
司

電
気

浜

福

縫
村　

信
秋

Ｍ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｄ　

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ　

Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

冷
暖
房

浜

福

荒
木　

政
秀

理
言　

ラ
フ
ァ
エ
ル　

ア
ン
ジ
ェ
ロ

内
装

高

和

柳
瀬　

興
太
郎

吉
水　

英
勝

鉄
骨

高

和

西
川　

正
幸

高
橋　

裕
行

鉄
骨

高

和

西
川　

正
幸

木
村　

輝

解
体

高

和

小
櫻　

貴
大

大
谷　

拓
斗

解
体

高

和

小
櫻　

貴
大

飯
塚　

和
彦

給
排
水

高

和

木
下
昌
浩

矢
口
翔
太
郎

北
澤　

幸
隆

設
計

高

和

藤
田　

順
平

Ｌ
Ｅ　

Ｖ
Ｕ　

Ｂ
Ａ
Ｏ

石
工

泉

南

砂
田　

正
浩

板
橋　

香
織

は
つ
り
・
解
体

泉

南

三
好　

楽

Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ｒ　

Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ａ
Ｊ
Ｉ

塗
装

泉

南

小
笠
原　

健
悦

岡
本　

剛

大
工

直

属

幸
和
住
建

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パワーサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-Ⅲ290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　美江子
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

 7月9日(火) 午前8時02分 out・inスタート
岡部チサンカントリークラブ 岡部コース
（埼玉県深谷市山崎600／電話：048-585-2411）
７時30分までに現地集合　　　
8,200円（昼食付・キャディーなし）
杉並支部所属事業所の代表者（代理出席可）
参加者は新ペリアにより順位決定
杉並支部会館（17時開会 名刺持参）
無料（軽食あり）　
順位賞、飛び賞、ニヤピン、ドラコン、ベスグロ
※詳細は支部まで

7月20日（土）～21日（日）
7時30分支部出発
甲武キャンプ村
（山梨県北都留郡丹波山村400）
大人5,000円
小人（3才～小学生）2,000円
1家族最大10,000円

[日　時] 6月26日（水）・7月30日（火）
　　　　8月28日（水）いずれも19時～20時30分
[場　所] 東京土建本部　WEB参加併用
※ 参加ご希望の方は杉並支部までご連絡ください

日 時

日時

場所

費用

会 場

集 合

対 象

要 領

プレー費

表彰式

表 彰

参加費

楽しくプレー！仕事も広がる！

健康診査で早期発見

特定健診の必須項目を
受診していれば、契約機
関以外での健診受診に
対して補助金申請ができ
ます。

定期的な健診による早期
発見は、医療費の抑制と
なり、結果土建国保の健
全化につながります。

年度内に1回、提携診療所
（杉並区は10箇所）での
健診が無料です（19才以
上の家族も無料）。

ゴルフを通じて交流を深めましょう。プレー後は支部
会館にて表彰式（名刺交換会）をおこないます。ぜひ
ご参加ください。

アスベスト・じん肺対策と
して、受診したあなたの肺
レントゲンを専門医が再
読影します。

契約機関以外の受診

早期発見で医療費抑制

健診が家族も無料

アスベスト・じん肺対策

自分と家族、土建国保を守ろう

大キャンプ交流会大キャンプ交流会

　毎年恒例、子育て世代限定のイベ
ントです。川遊び、魚のつかみ取り、
カレー作り、キャンプファイヤー、花
火大会、アスレチックなどさまざま
な自然体験ができます。ぜひご家族
みなさんでご参加ください。

大自然と遊ぼう！大自然と遊ぼう！
建
設
業
「
働
き
方
改
革
」

対
応
を
万
全
に

　

２
０
２
４
年
4
月
か
ら

建
設
業
に
お
い
て
も
「
働

き
方
改
革
」
に
よ
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
へ
の
対
応

で
は
、
す
で
に
①
労
働
時

間
の
把
握
、
②
年
次
有
給

休
暇
の
年
5
日
取
得
義

務
、
③
法
定
４
帳
簿
（
労

働
者
名
簿
・
出
勤
簿
・
賃

金
台
帳
・
年
次
有
給
休
暇

管
理
表
）
な
ど
必
要
帳
簿

の
作
成
と
保
存
（
当
面
は

3
年
）
、
④
同
一
労
働
同
一

賃
金
、
⑤
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

措
置
の
義
務
、
⑥
月
60
時

間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

の
割
増
賃
金
50
％
加
算
な

ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
立
ち
入
り
検
査
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
基
準
監
督
署
は
、

労
基
法
１
０
１
条
を
根
拠

に
、
事
業
所
な
ど
へ
強
制

的
に
立
ち
入
り
検
査
を

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る

「
臨
検
監
督
」
の
権
限
が

あ
り
、
事
前
に
就
業
規
則

や
36
協
定
な
ど
を
作
成
し
、

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
京
土
建
本
部

で
は
、
連
続
し
た
「
働
き

方
改
革
の
対
応
学
習
会
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
下
記
の
日
程
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

働き方改革の
対応学習会
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第 366 回

　

職
人
さ
ん
に
は
「
自
分
の
家
だ
と

思
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
」
を
伝
え
て

い
ま
す
。
創
業
以
来
、
ず
っ
と
同
じ
職

人
で
、
当
社
の
大
き
な
存
在
と
な
っ
て

私
を
助
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
真
心
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
下
北
沢
か
ら
杉
並
区

成
田
西
に
引
っ
越
し
、

仕
事
を
続
け
て
い
く

上
で
必
要
と
思
い
、
杉

並
支
部
に
は
平
成
4

年
に
加
入
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
建
設
業
許

可
の
取
得
、
大
手
会

社
の
監
督
さ
ん
に
資

格
取
得
を
す
す
め
ら

れ
、
準
備
講
座
を
利

用
し
て
「
2
級
建
築

施
工
管
理
技
士
」
の

取
得
、
困
っ
た
時
に
は

い
つ
も
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
、
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
30
年
以
上
「
東
京
土
建
」

様
と
い
う
大
き
な
後
ろ
盾
が
私
の
支
え

と
な
り
自
信
に
つ
な
が
り
、
こ
こ
ま
で

続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
出
会
い
に
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
何
年
か
前
に
仕
事
を
辞
め
よ

う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
客
様
と
の
交
流
も
仕
事
も
楽
し
く
、

仕
事
が
生
き
が
い
と
い
う
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
着
物
で
旅
行
に
行
け
る

日
を
目
標
に
し
て
、
も
う
少
し
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木 

淳
志
】

　

私
は
新
潟
県
十
日
町
市
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
名
前
の
「
イ
セ
」
の
由
来
は
、

両
親
が
伊
勢
神
宮
に
旅
行
に
行
っ
た

時
に
で
き
た
子
ど
も
だ
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
私
が
中
学
生
の
時
、
世
田
谷
区
下

北
沢
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
21
歳
で
結

婚
、
子
供
が
大
き
く
な
り
時
間
に
も
余

裕
が
で
き
た
頃
、
自
宅
の
修
理
に
来
た

建
設
会
社
の
社
長
さ
ん

か
ら
当
社
で
働
い
て
み

な
い
か
と
誘
わ
れ
た
の

が
、
こ
の
道
に
入
っ
た

き
っ
か
け
で
す
。

　

経
理
・
営
業
を
任
さ

れ
、
仕
事
に
も
慣
れ
て

3
年
が
過
ぎ
た
時
、
社

長
が
体
調
を
崩
し
、
や

む
な
く
会
社
を
畳
む
こ

と
に
な
り
、
お
客
様
へ

の
責
任
や
保
証
な
ど
を

考
慮
し
、
お
客
様
に
勇

気
づ
け
ら
れ
平
成
2
年

に
建
築
・
設
計
・
施
工
・

改
修
工
事
な
ど
を
手
掛

け
る
「
総
合
建
設　

ア
サ
カ
ホ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
場
を
知
る
た
め
、
毎
日
現
場
に
出

て
必
死
に
建
築
を
学
び
ま
し
た
。
大
丈

夫
か
と
心
配
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

建
築
に
携
わ
っ
て
い
た
父
の
背
中
を
見

て
い
た
私
に
は
、
あ
ま
り
不
安
も
な
く

現
場
に
溶
け
込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

自分の家だと思って

仕 事 を す る こ と

内
ないとう

藤 イセさん　浜福・総合建設

5
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

67
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が

病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

戸
澤　

博
之
（
阿
佐
谷
）

【
出
産
】

菅
田　
　

勝
（
井　

荻
）

押
野　

記
弘
（
中　

央
）

伊
地
知　

実
（
泉　

南
）

【
新
入
学
】 

32
件

【
資
格
取
得
】 

9
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

中
島　

禮
子
（
井　

荻
）

田
中　

勇
次
（
西　

荻
）

濱
本　

正
一
（
西　

荻
）

小
松　

啓
矩
（
阿
佐
谷
）

須
藤　

淳
一
（
中　

央
）

田
上　

哲
男
（
浜　

福
）

江
藤　

友
昭
（
高　

和
）

唐
澤　

信
二
（
高　

和
）

熊
谷　

勝
美
（
高　

和
）

神
谷　

利
行
（
高　

和
）

　
　

ほ
か
5
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

五
味　

高
夫
（
富
士
見
）

髙
橋　

千
保
（
富
士
見
）

【
家
族
死
亡
】 

5
件

どけん共済会
ホームページ

　東京土建どけん共済会のホームページより、慶弔申
請書（本人死亡除く）と資格講習祝い金申請書をダウ
ンロードできるようになりました。
ＷＥＢフォーム上で入力し、プリ
ントアウトして申請をお願いしま
す（電子申請ではありません）。
　詳しくは右記のどけん共済会
ＱＲコードを参照ください。

慶弔金
資格講習共済申請書の
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６
月
２
日
に
中
央
分

会
は
日
帰
り
バ
ス
旅
行

を
開
催
し
ま
し
た
。
朝

7
時
に
杉
並
支
部
を
出

発
、
熱
海
ビ
ー
チ
ラ
イ

ン
を
通
り
網
代
港
に
到

着
。
渡
船
に
て
筏
（
い

か
だ
）
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
タ
イ
や
ア
ジ
を
釣
り

上
げ
大
歓
声
。

　

そ
の
あ
と
伊
東
温
泉

サ
ン
ハ
ト
ヤ
に
移
動
し

昼
食
、
温
泉
で
は
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。
帰
り
は
雨
に
降
ら

れ
ま
し
た
が
、
鈴
廣
か

ま
ぼ
こ
で
買
い
物
を
し

て
、
無
事
に
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
来
年
も
参
加

し
た
い
」
と
の
声
も
あ

り
、
終
日
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

中央分会レクリエーション39人が参加

海上筏（いかだ）まで船で移動

タ
イ
や
ア
ジ
に
大
歓
声

「

」

39
名
参
加
で
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た

内藤 イセさん


